
【
い
ま
、
地
方
創
生
に
求
め
ら
れ
る
不

動
産
等
投
資
市
場
の
活
用
】

　
不
動
産
等
投
資
市
場
の
活
用
が
地
方

都
市
で
も
い
ま
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
地
方
創
生
に

追
い
風
が
吹
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
い

ま
日
本
の
経
済
社
会
構
造
の
変
革
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
創
生
の
絶
好
の

機
会
で
す
。
宮
城
県
、
東
北
地
方
は
、

立
地
、
人
材
を
含
め
た
経
営
資
源
な
ど

や
す
い
姿
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
土
地
の
資
産
額
と
経
済
活
動
】

　
不
動
産
が
良
く
な
っ
た
ら
地
域
が
良

く
な
る
の
か
と
い
う
話
し
で
す
が
、
基

準
地
価
（
住
宅
）
と
県
内
総
生
産
に
は

相
関
関
係
が
あ
り
、
経
済
活
動
規
模
が

大
き
い
地
域
の
地
価
は
高
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
資
産
額
と
県

内
総
生
産
に
も
強
い
相
関
関
係
が
あ

り
、
土
地
の
資
産
額
と
経
済
活
動
の
規

模
（
県
内
総
生
産
）
に
は
、「
地
域
の

経
済
規
模
の
拡
大
➡
土
地
の
資
産
額
の

増
加
➡
地
域
の
経
済
規
模
の
拡
大
➡
土

地
の
資
産
額
の
増
加
…
」
と
い
っ
た
因

果
関
係
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
土
地
の
有

効
活
用
な
ど
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
性

化
（
規
模
の
拡
大
）
は
、
土
地
の
資
産

額
の
増
加
や
資
産
効
果
（
家
計
、企
業
）

を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
際
の
「
土
地

資
産
額
の
増
加
」は
バ
ブ
ル
で
は
な
く
、

そ
の
土
地
の
生
み
出
す
収
益
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
）の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、

地
方
創
生
の
い
ま
、
絶
好
の
機
会
到
来
。

利
用
で
き
る
選
択
肢
と
し
て
フ
ァ
ン
ド
を
作
る

地
域
特
化
型
リ
ー
ト
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

２
０
２
４
年
11
月
８
日
に
不
動
産
研
究
組
織
ア
セ
ッ
ト
ブ
レ
イ
ン
ズ
仙

台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
『
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
イ

ン
仙
台
』
が
開
催
さ
れ
、
公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
客
員
教
授
・（
一
社
）

不
動
産
証
券
化
協
会
フ
ェ
ロ
ー
の
田
邉
信
之
氏
と
北
海
道
リ
ー
ト
投
資
法

人
執
行
役
員
・
北
海
道
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱
代
表
取
締
役
の
濵
野 

恭
義
氏
が
講
師
に
招
か
れ
た
。
な
ぜ
宮
城
県
で
不
動
産
投
資
フ
ァ
ン
ド
が

誕
生
し
な
い
の
か
、
全
国
初
の
地
域
「
協
同
型
」
リ
ー
ト
を
立
ち
上
げ
た

北
海
道
リ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
講

演
の
要
旨
を
ま
と
め
た
。
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で
さ
ら
な
る
成
長
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

有
す
る
地
域
で
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ

る
リ
ス
ク
資
金
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
産
業
基
盤
構
築
の
活
用
余
地
が

大
で
す
。

　
Ｄ
Ｘ
の
進
化
と
活
用
が
進
展
し
て
、

距
離
・
時
間
の
制
約
が
縮
小
し
て
い
ま

す
。
地
方
に
あ
る
資
源
も
活
用
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
経
済
安

全
保
障
。食
料
も
含
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

Ｉ
Ｔ
・
防
衛
な
ど
、
分
散
す
る
必
要
が

嫌
で
も
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
中
で
工

場
や
流
通
経
路
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

工
場
が
ず
い
ぶ
ん
日
本
各
地
に
で
き
始

め
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
件
費
が
相
対

的
に
安
く
な
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因

で
す
。
ま
た
工
場
を
日
本
に
戻
す
、
あ

る
い
は
本
当
に
先
端
的
な
部
分
は
日
本

に
戻
す
と
い
う
動
き
も
実
際
出
て
き
て

い
ま
す
し
、
さ
ら
に
顕
在
化
し
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
国
内
外
の
投
資
資
金
は

東
京
だ
と
利
回
り
が
取
り
に
く
く
な
っ

て
お
り
、
地
方
へ
も
出
て
き
て
い
る
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
や
り
よ
う
が
あ

る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

【
金
融
環
境
の
変
化
】

　
地
方
銀
行
だ
け
で
な
く
、
銀
行
全
体

で
も
不
良
債
権
処
理
コ
ス
ト
み
た
い
な

も
の
で
す
が
、
信
用
コ
ス
ト
が
一
通
り

片
付
い
て
収
益
も
金
利
上
昇
と
と
も
に

少
し
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん

な
リ
ス
ク
あ
る
投
融
資
に
も
取
り
組
み
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「
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
（
付
加
価
値
の
向

上
）」
で
あ
り
、
そ
の
効
果
は
地
域
住

民
や
企
業
が
享
受
で
き
ま
す
。
い
い
循

環
過
程
に
入
る
と
不
動
産
に
よ
る
街
づ

く
り
を
起
点
に
し
て
経
済
が
好
循
環
に

入
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
だ
そ
の
た
め
に
は
地
元
の

資
金
だ
け
で
そ
れ
を
全
部
や
ろ
う
と
思

っ
て
も
リ
ス
ク
も
あ
る
し
量
的
に
少
し

足
り
な
い
。
や
は
り
国
内
外
か
ら
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

【
地
方
に
拡
大
す
る
不
動
産
投
資
】

　
東
京
を
中
心
と
す
る
大
都
市
圏
へ
の

集
中
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
投
資

市
場
の
透
明
化
（
情
報
整
備
）
に
よ

り
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
が
明
確
化
す

る
中
で
、
最
近
で
は
投
資
対
象
の
多
様

化
、
地
方
へ
の
投
資
拡
大
が
続
い
て
い

ま
す
。
一
般
に
不
動
産
市
場
が
活
発
化

す
る
と
き
に
、
リ
タ
ー
ン
を
求
め
て
東

可
能
性
を
追
求
し
、
フ
ァ
ン
ド
の
成
長

を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
創
生
に
資

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
人
材
が
必
要
で
、
地
域
貢
献
の
情
熱

を
持
つ
フ
ァ
ン
ド
組
成
・
運
用
経
験
者

の
活
用
と
人
材
の
育
成
が
重
要
で
、
人

材
の
交
流
、
ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
が
地
域
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
不
動
産
証
券
化
は
平
成
バ
ブ
ル
崩
壊

後
に
起
き
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
】

　
不
動
産
証
券
化
市
場
が
わ
ず
か
25
年

間
で
50
兆
円
を
超
え
る
市
場
に
成
長
し

た
よ
う
に
、
地
方
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

不
動
産
証
券
化
市
場
で
は
、
市
場
関
係

者
の
高
い
使
命
感
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

市
場
創
造
に
参
画
し
て
い
る
と
い
う
充

実
感
と
高
揚
感
が
あ
り
、「
坂
の
上
の
雲
」

の
よ
う
な
企
業
を
超
え
た
同
士
と
し
て

の
連
帯
感
が
醸
成
さ
れ
、
日
本
型
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
と
い
え
ま

す
。
同
じ
地
方
の
発
展
を
願
う
同
志
と

い
う
連
帯
感
を
ベ
ー
ス
と
し
、
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
地
域

特
化
型
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
が
成
長
す
る
こ
と
に

は
期
待
が
持
て
そ
う
で
す
。

　
地
方
創
生
の
い
ま
、
絶
好
の
機
会
が

き
た
と
い
え
ま
す
。
一
つ
の
利
用
で
き

る
選
択
肢
と
し
て
フ
ァ
ン
ド
を
作
る
と

い
う
こ
と
も
考
え
て
い
い
時
期
に
き
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
圏
以
外
の
大
都
市

圏
や
地
方
へ
の
投
資

が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
一
方
、
投
資

対
象
物
件
の
収
益
力

（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

含
む
）
や
地
域
特
性

に
よ
る
格
差
が
拡
大

し
ま
す
。
地
方
に
不

動
産
投
資
が
拡
大
し

て
き
て
い
ま
す
が
、

資
で
き
、
相
乗
効
果
で
地
域
住
民
は
も

ち
ろ
ん
、
市
場
関
係
者
皆
が
豊
か
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
地
方
創
生
の
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
】

　
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
い

け
る
か
で
す
が
、
ま
ず
は
地
元
企
業
の

地
域
創
生
に
向
け
た
団
結
・
協
力
と
国
・

自
治
体
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
で

す
。国
内
外
の
投
資
資
金
を
活
用
し
て
、

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
。
そ
れ

か
ら
、
地
元
金
融
機
関
に
も
積
極
的
な

関
与
を
し
て
い
た
だ
き
、
地
元
の
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
優
位
性
を
活
用
す
る

こ
と
で
す
。

　
な
ぜ
、
東
北
で
フ
ァ
ン
ド
が
で
き
て

い
な
い
か
と
い
う
と
、
一
定
の
実
績
・

信
用
力
を
有
す
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
い

る
も
の
の
、
あ
る
規
模
以
上
の
リ
ー
ト

を
作
れ
る
ほ
ど
の
大
型
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
街
づ
く
り
、
都
市
再
生
の
実
績
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
フ
ァ
ン
ド
へ
の
物
件
供
給

の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
持
つ
地
域
内
外
の

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
の
連
携
や
、
合
弁
で

の
資
産
運
用
会
社
の
設
立
な
ど
の
検
討

が
重
要
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。
北
海

道
リ
ー
ト
の
よ
う
な
全
国
初
の
地
域
協

同
型
ス
キ
ー
ム
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
小
さ
く
生
ん
で
大
き
く
育
て
る
発
想

が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
と
同

時
に
、
地
域
の
基
幹
物
件
を
保
有
す
る

公立大学法人宮城大学客員教授
（一社）不動産証券化協会フェロー

氏田邉 信之
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宮
城
県
は
グ
ラ
フ
に
ぎ
り
ぎ
り
入
っ
て

い
る
状
態
で
、
も
う
少
し
増
や
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

【
東
北
・
北
海
道
地
域
に
お
け
る
不
動

産
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
状
況
】

　
東
北
・
北
海
道
は
地
域
の
経
済
規
模

を
勘
案
す
れ
ば
、
本
来
は
Ｊ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ

Ｔ
の
投
資
資
金
が
さ
ら
に
流
入
し
て
も

然
る
べ
き
地
域
と
い
え
ま
す
。
東
北
・

北
海
道
両
方
に
お
け
る
県
民
総
生
産
の

全
国
比
は
９
・
６
％
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ

―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
投
資
額
は
３
・
２
％
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
活
用
す
れ
ば
も
っ
と
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
か
が
進
む
と
思
い
ま

す
。
実
際
、
リ
ー
ト
と
は
い
ろ
ん
な
も

の
に
投
資
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
投
資

対
象
に
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
住
宅
だ

け
で
な
く
、
地
方
で
の
開
発
が
期
待
さ

れ
る
物
流
施
設
、
ホ
テ
ル
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。
地
方
の
整
備
に
必
要
な
も
の
に
投



【
他
社
に
は
な
い
「
協
同
型
ス
ポ
ン
サ

ー
」
を
も
つ
リ
ー
ト
誕
生
】

　
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
１
社
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
元
企
業
が
保
有
資

産
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
機
能
と
し
て
使
え

る
リ
ー
ト
で
、
築
年
の
経
過
し
た
札
幌

中
心
部
の
ビ
ル
建
替
え
後
の
出
口
機
能

と
し
て
都
市
の
刷
新
に
役
立
て
て
も
ら

え
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
。い
わ
ば「
地

元
に
と
っ
て
の
イ
ン
フ
ラ
」
と
な
る
リ

ー
ト
を
志
向
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
他
社
に
は
な
い
「
協
同
型

ス
ポ
ン
サ
ー
」
を
も
つ
リ
ー
ト
と
し
て

北
海
道
リ
ー
ト
が
誕
生
し
、
２
０
２
４

年
２
月
第
一
回
の
物
件
取
得
に
よ
る
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
北
海
道
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
出
資
者
に
は
、
道

内
企
業
を
中
心
に
20
社
が
名
を
連
ね

北海道アセットマネジメント㈱ 代表取締役
北海道リート投資法人執行役員

氏濱野 恭義

て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
集
め
に
つ
い
て
は
、
構

成
企
業
の
信
用
力
は
重
要
と
の
認
識
か

ら
慎
重
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

北
海
道
電
力
、
北
海
道
新
聞
社
や
北
海

道
商
工
会
議
所
連
合
会
の
会
頭
が
ト
ッ

プ
を
務
め
る
岩
田
地
崎
建
設
な
ど
道
内

経
済
界
の
代
表
企
業
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
地
元
の
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
北
海
道
リ
ー
ト
を
目
指
す
べ

く
、
不
動
産
・
建
設
業
以
外
の
企
業
の

参
画
も
意
識
し
ま
し
た
。「
白
い
恋
人

の
石
屋
製
菓
、「
初
音
ミ
ク
」
の
ク
リ

プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア

な
ど
が
そ
の
一
例
で
す
。

　
ス
ポ
ン
サ
ー
の
数
が
多
い
中
で
、
滞

り
な
く
意
思
決
定
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
も
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
20
社

の
中
で
、
重
要
事
項

の
審
議
な
ど
中
心
的

役
割
を
担
う
「
幹
事

会
社
」を
８
社
選
出
、

北
海
道
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
非
常

勤
取
締
役
を
幹
事
会

社
か
ら
選
出
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

【
地
方
都
市
こ
そ
リ

ー
ト
を
立
ち
上
げ
る

全
国
初
の
地
域「
協
同
型
」リ
ー
ト
を
立
ち
上
げ
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べ
き
】

　
北
海
道
リ
ー
ト
の
立
ち
上
げ
以
降
、

ス
ポ
ン
サ
ー
以
外
の
企
業
か
ら
も
物
件

取
引
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
自
治
体
は

再
開
発
や
Ｐ
Ｒ
Ｅ
利
活
用
な
ど
で
の
協

働
を
期
待
し
て
お
り
、
現
在
15
～
20

の
自
治
体
と
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
リ
ー
ト
が
協
同
型
ス
ポ
ン
サ
ー

の
体
制
を
取
っ
て
お
り
、
特
定
企
業
へ

の
利
益
誘
導
と
な
り
に
く
い
点
が
自
治

体
に
と
っ
て
好
都
合
の
よ
う
で
す
。

　
東
京
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
北
海
道
で
の

開
発
案
件
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
リ
ー

ト
と
連
携
し
た
い
と
の
相
談
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
道
外
へ
の
収
益
流
出
を
防
ぐ

意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。オ
フ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
案
件
も
含
め
、

域
内
の
不
動
産
情
報
が
集
ま
る
ハ
ブ
が

形
成
さ
れ
る
と
い
う
副
次
的
効
果
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
意
義
を
ふ
ま
え
る

と
、
地
方
都
市
こ
そ
リ
ー
ト
を
立
ち
上

げ
る
べ
き
と
の
発
想
も
出
て
く
る
か
と

思
い
ま
す
。
上
場
銘
柄
の
投
資
口
価
格

軟
調
や
私
募
銘
柄
の
急
増
な
ど
、
リ
ー

ト
市
場
は
転
換
点
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
株
式
市
場
の
変
動
に
よ
る
影
響

が
小
さ
く
、
長
期
的
な
投
資
や
安
定
的

な
資
産
運
用
に
適
し
た
非
上
場（
私
募
）

オ
ー
プ
ン
・
エ
ン
ド
型
の
不
動
産
投
資

法
人
（
私
募
リ
ー
ト
）
が
新
た
な
モ
デ

ル
を
提
示
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
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１
９
９
８
年
の
発
足
以
来
、「
地

方
都
市
に
お
け
る
不
動
産
証
券
化

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
推
進
と
啓
蒙
活
動

の
一
環
と
し
て
「
不
動
産
フ
ァ
ン
ド

フ
ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
仙
台
」
を
年
１
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
11

月
に
同
会
通
算
２
０
０
回
の
記
念
事

業
と
し
て
、「
地
域
特
化
型
リ
ー
ト

の
可
能
性
」
を
題
材
に
、
お
二
人
を

講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
大
変
、
示
唆
に
富
む
内
容
で
、
田

邉
先
生
の
お
話
し
の
通
り
、
県
民
総

生
産
の
全
国
比
に
比
較
し
て
、
宮
城

県
に
対
す
る
Ｊ
─
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
投
資
額

の
割
合
は
２
・
２
％
と
低
く
、
ま
だ

ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
不
動
産
市
場
が
活
発
化
す
る

と
き
に
投
資
が
東
京
圏
以
外
の
地
方

に
向
け
て
増
加
す
る
傾
向
は
、
当
会

の
調
査
で
も
明
確
に
な
っ
て
い
ま

す
。
首
都
圏
で
の
投
資
対
象
と
な
る
物

件
不
足
の
影
響
か
ら
中
央
資
本
の
購
入

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
会
の
調
査
に
よ
る
と
仙
台
圏
の
３

億
円
以
上
の
事
業
用
不
動
産
取
引
は
、

24
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
で
64
件
、

金
額
に
し
て
約
８
４
５
億
円
、
23
年

同
時
期
よ
り
大
き
く
増
加
し
、
過
去
最

高
だ
っ
た
22
年
並
み
の
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
特
に
物
流
施
設
へ
の
投

資
が
５
件
、約
２
１
２
億
円
と
目
立
ち
、

首
都
圏
か
ら
の
取
得
で
す
。
買
主
の
属

性
は
Ｊ
─
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
や
フ
ァ
ン
ド
会
社

の
ほ
か
、
不
動
産
関
係
者
が
多
く
を
占

め
、
一
般
法
人
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

売
主
の
視
点
で
見
る
と
、
高
値
売
却
の

絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
時
期
と
い
う
こ

と
で
、
入
札
形
式
に
よ
る
売
却
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
─
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
市
場
は
24
年
９
月

ビ
ル
、
商
業
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
41
物
件
、
約
８
１
０
億
円
で
す
か

ら
、
よ
り
魅
力
的
な
高
収
益
が
見
込

め
る
物
件
を
求
め
て
地
方
都
市
に
目

が
向
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
投
資
で
得
ら

れ
た
利
益
は
す
べ
て
県
外
に
流
れ

て
し
ま
う
わ
け
で
、
今
後
の
仙
台

圏
、
東
北
地
方
の
経
済
を
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
地
域
循
環
型
の
経
済

の
仕
組
み
を
早
く
構
築
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
地
元
の
物
件
の
細
や
か

な
情
報
を
持
つ
地
元
フ
ァ
ン
ド
が
運

用
し
、
得
た
利
益
を
地
元
企
業
の
育

成
な
ど
に
活
用
す
る
。
そ
こ
か
ら
新

し
い
産
業
が
生
ま
れ
れ
ば
、
雇
用
も

生
ま
れ
、
人
口
増
へ
と
つ
な
が
る
。

活
気
あ
る
地
域
に
は
外
部
投
資
も
増

え
、
さ
ら
に
経
済
循
環
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
り
ま
す
。
人
材
の
育
成
に
よ
り

事
業
化
が
で
き
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
北
海
道

リ
ー
ト
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
な
ら
っ
て
東
北
で
も
「
み
ち
の

く
私
募
フ
ァ
ン
ド
」
や
「
み
ち
の
く

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
」
が
立
ち
上
が
る
機
運
を

皆
さ
ま
と
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
元
不
動
産
フ
ァ
ン
ド
で
地
域
循
環
型
経
済
を

アセットブレインズ仙台
ネットワーク事務局長

氏佐々木 正之

時
点
で
、
宮
城
県
内
の
資
産

保
有
件
数
は
１
０
８
件
、
資

産
総
額
は
２
８
５
９
億
円
、

東
北
全
体
で
は
同
１
４
１
件
、

同
３
５
５
７
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
確
か
に
全
国
比
で

は
低
い
で
す
が
、
07
年
当
時

の
東
北
地
方
は
、
オ
フ
ィ
ス

雇
用
創
出
、
人
口
増
加
に
も
一
役


